


「
哲
学
」
は
、
古
代
ギ
リ
シ

も
と
も
と
は
「
知
を
愛
す

「
知
」（
知
識
）
を
考

二
○
○
○
年
以
上

そ
れ
で
は
、

知
識
を
研
究
す

わ
た
し

外
部
世
界

そわ具プ知体対を
学
ぶ
こ
と

洞
察
力
を
飛
躍
的
に

寄
与
す
る
こ
と
と

人
間
は
単
に
理
性
的
な
動
物
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、

高
度
に
感
性
的
な
動
物
で
も
あ
り
ま
す
。

こ
の
感
性
と
い
う
ア
ン
テ
ナ
に
よ
っ
て
受
け
取
ら
れ
る
最
高
の
価
値
、

そ
れ
が
美
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

一
口
に
美
と
言
っ
て
も
、
さ
ま
ざ
ま
な
美
が
あ
り
ま
す
。

自
然
に
も
、
芸
術
作
品
に
も
、
工
業
製
品
に
も
、
あ
る
い
は
人
間
の
行
為
に
も
、

と
き
に
は
廃
墟
や
廃
物
の
な
か
に
さ
え
美
は
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
に
至
る
所
に
あ
る
美
を
、
し
か
し
、
漠
然
と
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
か
な
い
で
、

そ
も
そ
も
「
美
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
の
内
実
は
何
な
の
か
、

対
象
の
客
観
的
性
質
な
の
か
、

そ
れ
と
も
、
個
々
人
の
傾
向
性
に
よ
っ
て
異
な
る

単
に
主
観
的
な
感
覚
に
す
ぎ
な
い
も
の
な
の
か
、

更
に
は
、
芸
術
の
本
質
や
感
覚
の
し
く
み
が
い
か
な
る
も
の
な
の
か
、

と
い
っ
た
こ
と
を
は
っ
き
り
分
析
し
よ
う
と
す
る
と
き
、

わ
た
し
た
ち
は
美
学
の
門
前
に
立
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。

け
れ
ど
も
ま
た
美
学
は
、

こ
れ
ら
の
問
い
を
た
だ
追
い
か
け
て
い
る
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

自
分
が
本
当
は
芸
術
を
好
き
だ
っ
た
こ
と
、

感
じ
て
は
い
た
け
れ
ど

は
っ
き
り
と
意
識
し
た
こ
と
は
な
い

美
が
あ
っ
た
こ
と
さ
え
気
づ
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

本
学
科
は
、
美
を
通
じ
て

自
己
を
発
見
し
た
い
す
べ
て
の
人
に
、

か
な
ら
ず
有
益
な
方
法
を
提
供
す
る
こ
と
が

で
き
る
で
し
ょ
う
。

「
哲
学
」
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
に
そ
の
源
を
発
し
、

も
と
も
と
は
「
知
を
愛
す
る
」
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
し
た
。

「
知
」（
知
識
）
を
考
察
の
対
象
と
す
る
と
い
う
当
時
の
哲
学
の
基
本
姿
勢
は
、

二
○
○
○
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在
で
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
「
知
識
」
が
研
究
対
象
と
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

知
識
を
研
究
す
る
こ
と
に
ど
の
よ
う
な
意
義
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

わ
た
し
た
ち
人
間
は
、
誕
生
以
来
死
ぬ
ま
で
、

外
部
世
界
か
ら
様
々
な
情
報
を
得
て

そ
の
情
報
に
基
づ
い
て
知
識
を
構
成
・
改
変
し
て
い
ま
す
。

わ
た
し
た
ち
は
、
そ
の
よ
う
に
し
て
獲
得
さ
れ
た
知
識
を

利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

環
境
に
う
ま
く
適
応
し
な
が
ら
円
滑
な
日
常
生
活
を
送
っ
て
い
る
の
で
す
。

す
で
に
獲
得
さ
れ
て
い
る
知
識
で
は
処
理
で
き
な
い
よ
う
な

困
難
な
出
来
事
に
出
会
う
と
、
わ
た
し
た
ち
は
、
そ
れ
ま
で
の

古
い
知
識
を
変
更
し
て
新
た
な
知
識
の
体
系
を
構
成
し
、

そ
の
新
し
い
知
識
に
照
ら
し
て
障
害
を
乗
り
越
え
よ
う
と
し
ま
す
。

「
知
識
」
は
、
こ
の
よ
う
に
わ
た
し
た
ち
の
生
活
に
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、

哲
学
は
こ
の
知
識
を
考
察
の
対
象
と
す
る
学
問
で
す
。

具
体
的
に
は
、
知
識
が
構
成
さ
れ
る

プ
ロ
セ
ス
、
知
識
の
成
立
条
件
、

知
識
を
生
み
出
す
心
（
理
性
）
と
身

体
（
脳
）
と
の
関
係
、
知
識
を
表
現

す
る
言
語
、
な
ど
が
分
析
・
検
討
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

知
識
そ
の
も
の
を
対
象
と
す
る
哲
学

を
学
ぶ
こ
と
は
、
あ
な
た
の
思
考
力
、

洞
察
力
を
飛
躍
的
に
高
め
る
こ
と
に

寄
与
す
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。



喜
怒
哀
楽
に
満

ど
こ
ま
で
も

見
つ
め
る

ま探そ

宗
教
学
と
は
、

あ
ら
ゆ
る
「
聖
な
る
も
の
」
に
関
わ
る

現
象
を
対
象
と
し
ま
す
。

そ
の
「
聖
な
る
も
の
」
を
、

実
証
的
、
客
観
的
に
問
い
続
け
る
学
問
で
す
。

古
代
宗
教
、
世
界
宗
教
か
ら
、

日
々
の
宗
教
儀
礼
に
い
た
る
ま
で
、

人
類
の
宗
教
的
営
み
は
、

や
む
こ
と
な
く
連
綿
と

引
き
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。

宗
教
を
探
求
し
て
い
く
場
合
、

二
つ
の
研
究
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
は
、
諸
宗
教
の
聖
典
と
資
料
の
解
読
に
基
づ
い
た
歴
史
的
研
究
。

一
つ
は
、
現
実
に
営
ま
れ
て
い
る
宗
教
に
対
す
る
観
察
・
調
査
研
究
。

そ
こ
に
は
、
社
会
学
・
人
類
学
・
心
理
学
等
の
方
法
論
も
用
い
ら
れ
ま
す
。

諸
宗
教
の
歴
史
を
は
じ
め
と
す
る
幅
広
い
知
識
の
習
得
を
前
提
と
し
な
が
ら
、

日
本
の
宗
教
を
築
き
上
げ
た
開
祖
の
著
作
を
じ
っ
く
り
と
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
の
技
術
を
駆
使
し
て
、

宗
教
文
化
の
実
態
を
解
明
し
ま
せ
ん
か
。

古
代
イ
ン
ド
の
哲
人
達
や
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の

叡
智
に
耳
を
傾
け
ま
せ
ん
か
。

特
定
の
立
場
に
偏
ら
ず
、
自
由
な
視
点
か
ら
宗
教
を
探
求
し
て
み
た
い
あ
な
た
へ
。

さ
あ
、
宗
教
と
い
う
名
の
大
海
に
、
と
も
に
漕
ぎ
出
し
ま
し
ょ
う
。

喜
怒
哀
楽
に
満
ち
た
人
生
の
起
伏
を

ど
こ
ま
で
も
澄
み
切
っ
た
眼
差
し
で

見
つ
め
る
こ
と
の
で
き
る
人
。

自
分
自
身
の
生
き
方
の
根
拠
を

ま
る
で
憑
か
れ
た
よ
う
に

探
し
求
め
て
や
ま
な
い
人
。

そ
ん
な
人
を
秘
か
に
待
っ
て
い
る

学
問
が
あ
る
の
で
す
。

倫
理
学

「
人
生
な
ん
て
単
純
さ
、
誰
だ
っ
て
幸
福
を
求
め
て
生
き
て
い
る
だ
け
さ
」

た
し
か
に
、
そ
れ
が
ほ
と
ん
ど
の
人
の
現
実
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
人
々
を
慰
安
す
る
た
め
に

世
界
は
数
々
の
安
直
な
「
幸
福
論
」
で
満
ち
溢
れ

い
た
る
所
に
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
「
快
楽
装
置
」
が
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
て
い
る
。

け
れ
ど
も
、

何
か
に
〈
は
ま
っ
て
〉
生
き
て
ゆ
く
だ
け
で

ほ
ん
と
う
に
い
い
の
で
し
ょ
う
か
？

そ
も
そ
も
私
た
ち
の
生
の
価
値
は
ど
こ
に
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

洪
水
の
よ
う
な
情
報
の
誘
惑
の
中
で

あ
な
た
は
何
を
あ
な
た
自
身
の
モ
ラ
ル
と
し
、

何
を
目
指
し
て
生
き
て
行
く
の
で
し
ょ
う
か
？

こ
の
問
い
の
迷
宮
に
敢
え
て
踏
み
入
り
、

生
の
闇
路
を
知
性
、
理
性
、
感
性
、
品
性
の

す
べ
て
を
か
け
て
歩
も
う
と
す
る
人
を
倫
理
学
は
待
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
も
微
か
に
ほ
ほ
笑
み
な
が
ら
。



哲学学習法

クリティカル・シンキング

安心の初年度導入教育

　

大
学
で
は
ノ
ー
ト
の
つ
く
り
か
た
か
ら
確
か
に
高
校

ま
で
と
ち
が
い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
の
図
書
館
は
み
な

さ
ん
の
想
像
を
越
え
た
蔵
書
を
も
ち
（
高
校
の
図
書
室

や
街
の
図
書
館
を
は
る
か
に
越
え
て
い
ま
す
）、
み
な
さ

ん
は
そ
の
図
書
館
を
利
用
し
て
学
習
を
す
す
め
レ
ポ
ー

ト
を
作
成
し
ま
す
。
学
術
書
（
学
術
論
文
）
を
読
み
、

レ
ポ
ー
ト
を
つ
く
る
の
は
こ
れ
ま
で
に
な
い
経
験
な
は

ず
で
す
。
そ
し
て
、
卒
業
す
る
と
き
に
は
卒
業
論
文
と

し
て
は
じ
め
て
の
論
文
づ
く
り
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。「
哲
学
学
習
法
」
は
こ
の
よ
う
な
大
学
（
特
に
図
書

館
）
を
利
用
し
た
勉
強
・
研
究
の
方
法
の
初
歩
の
初
歩

か
ら
解
説
し
、
練
習
し
て
み
る
科
目
で
す
。

　

ノ
ー
ト
の
つ
く
り
か
た
、
文
献
を
さ
が
す
方
法
、
読

み
方
、
そ
し
て
レ
ポ
ー
ト
や
論
文
の
書
き
方
、
そ
う
い
っ

た
こ
と
を
ひ
と
つ
ひ
と
つ
実
践
し
て
み
た
上
で
教
員
が

指
導
し
ま
す
。
半
期
間
の
科
目
で
す
が
、
４
年
間
の
準

備
を
す
る
だ
い
じ
な
科
目
で
す
。
て
い
ね
い
な
指
導
が

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
つ
い
て
き
て
く
だ
さ

い
。

大学は高校までとはちがうっていうけど、どう勉強すればいいの？
哲学は考えることだと思うけど、哲学的に考えるってどうすればいいの？
　
　こんな疑問をおもちのあなた。ご心配いりません。わたしたちの哲学科ではこんな「はじめの疑問」
からはじめていきます。
　日本大学文理学部ではどの学科に入学しても「導入科目」が設けられており、その学科で勉強すると
いうことの基礎から指導を受けることができます。哲学科でこの役割をになう科目は「哲学学習法」です。
また哲学科の学生としてもっとも重要な「論理的に考える」方法については「クリティカル・シンキング」
という授業で１年かけて指導します。１年次はまずしっかり基礎をきずきましょう。

　
「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
」
と
は
、
日
本
語
で

言
え
ば
「
批
判
的
思
考
」
で
す
。
た
だ
し
、
こ
こ
で
い

う
「
批
判
」
と
は
、「
ダ
メ
だ
、
ダ
メ
だ
」
と
い
う
こ
と

で
は
な
く
、「
本
当
に
正
し
い
だ
ろ
う
か
？
」
と
慎
重
に

吟
味
す
る
、「
論
理
的
思
考
」
の
こ
と
で
す
。
哲
学
的

な
問
題
に
つ
い
て
考
え
た
り
、
自
分
の
考
え
が
正
し
い

こ
と
を
他
の
人
に
説
得
し
た
り
す
る
上
で
、
こ
れ
は
と

て
も
大
事
な
こ
と
な
の
で
、
１
年
生
の
必
修
科
目
と
し

て
、
そ
の
実
践
的
な
訓
練
を
す
る
の
が
、
こ
の
授
業
で

す
。
批
判
的
思
考
の
能
力
は
、
さ
ら
に
、
哲
学
を
学
ぶ

た
め
だ
け
で
な
く
、
社
会
に
出
て
か
ら
も
、
人
生
の
様
々

な
局
面
で
役
に
立
つ
こ
と
で
し
ょ
う
。「
記
号
論
理
」
と

い
う
科
目
と
は
、
二
つ
の
点
で
異
な
り
ま
す
が
（
記
号

論
理
は
形
式
的
な
理
論
を
学
ぶ
の
が
目
的
、
ク
リ
テ
ィ

カ
ル
・
シ
ン
キ
ン
グ
は
非
形
式
的
な
実
践
の
訓
練
が
目

的
）、
並
行
し
て
学
ぶ
と
、
相
乗
効
果
が
あ
る
で
し
ょ
う
。



卒業後をみすえた学習
　哲学科の卒業生の多くは民間企業に就職します。それほど人数は多くはありませんが公務員を目指す
人もいます。（このパンフレットの就職に関するページをみてください。）
　また、日本大学文理学部には専門性の高い職業に就くための資格にかかわる 7種のコースが設けられ
ていて、哲学科の学生の多くも何らかのコースにチャレンジしています。7種のコースは教職、司書教諭、
司書、学芸員、社会教育主事、アクチュアリー、社会福祉です。このうち、哲学科の学生が多くチャレ
ンジしているのは教職、司書、学芸員の３種です。ここでは哲学科で専門科目を学びながら卒業後をみ
すえた学びのかたちをご紹介します。

民間企業への就職をみすえて
　 　民間企業へ履歴書を提出する時、通常は「勉強面でどのような努力をし、何を得たか」という
ことと、もうひとつ「勉強以外の面で何をし、何を得たか」が問われます。勉強以外の面という
のはサークル、アルバイト、その他の諸活動を指しています。勉強面では哲学科の専門科目を中
心にしっかり勉強し、自分の課題をみつけ、その課題に取り組み、時にはゆきづまり、そしてそ
れを克服し、こういうことを学んだ、その学びの努力の過程で人間的にもこんなことを学んだと、
きちんと説明出来るようになる、そしてそのために自覚的に勉強に取り組むことが必要です。 
　 　民間企業への就職を考える学生にはそのために履修しなければいけない科目があるというわけ
ではありません。就職活動にそなえるための講座は就職講座として、カリキュラムとは別に、豊
富にそなえられていますので、それらを積極的に利用しましょう。
　 　そして、もうひとつ、サークルやアルバイトなどの勉強以外の面でも学生生活を充実させてく
ださい。

公務員としての就職をみすえて
　 　哲学科専門科目以外で、「憲法」「政治学」「法学」「経済学」などの科目がおすすめです。積極
的に履修しましょう。また、カリキュラムとは別に就職講座として公務員をめざすための講座も
用意されています。哲学科専門科目と別に、これらの科目や講座を積極的に利用して、はやいう
ちから勉強をすすめておくようにしましょう。

教員としての道をみすえて
　 　教育職員を希望する哲学科学生の多くは高等学校「公民」、中学校「社会」の免許を目指して勉
強しています。特に「公民」の「倫理」を教えたいという学生は多いようです。免許を取得する
ために履修しなければならない科目も多く、就職の倍率もばかにはなりませんが、志をつらぬい
てがんばって勉強してください。1年次から必修の科目もありますので、入学してすぐに取り組
むことになります。詳しくはオープンキャンパスなどでお尋ねください。

司書や学芸員としての道をみすえて
　 　主として２年次からはじまります。教職と同様、これらも高度な知識や技量が求められる専門
職ですから、中途半端な気持ちではいけません。「演習」「実習」も多くあります。それでも、夢
の職業を目指してがんばっている学生もいます。こちらも詳しくはオープンキャンパスなどでお
尋ねください。



教員紹介
専任教員

私は現在、Ｊ . デューイの日本における講演に注目して、デューイ・プラグマティズムの再発見・再評価に取り組
んでおります。デューイは、1919 年、日本を訪問し滞在して多くの講演を行いましたが、その講演は当時の様々
な理由から無視されて、忘れられてしまいました。デューイ講演およびデューイを迎えた人たちに着目して、ジ
グソーパズルのように、その忘れられた空白を埋め合わせるような研究をしております。大正デモクラシーの推
進者たちに迎えられたデューイ、が浮かび上がってきます。趣味：旅行（中に呑むビール）、スポーツ。

笠松幸一（教授）　プラグマティズム・記号論・コミュニケーション論・環境論

「疑うこと」と「信じること」の根拠について絶えず考えています。人は誰でも、心の奥底で何かを信じ、他なら
ぬ自分自身の人生に何らかの価値が有ることを感じているからこそ生きていられるわけですが、私は、その根拠
に向かって探究を続けてゆくことこそが哲学に他ならないと思っています。私たちは、何のために生まれ、何の
ために生き、そして死んでゆくのでしょうか。そもそも「存在する」ということはどういう出来事であり、私が「こ
の私」としてこの世に在るということにはどういう意味があるのでしょうか。どこまで行っても答えは闇の中な
のかもしれませんが、諦めずに、これからも一条の光を求めてさまよい続けたいと思っています。

嘉吉純夫（教授）　古代ギリシア哲学・西洋倫理思想史・懐疑論

宗教とナショナリズム、コロニアリズムとのかかわりに関心をもち、キリスト教、沖縄を中心課題として研究をす
すめています。宗教が解放（救い）をもたらす側面よりは、統合や支配・抑圧をもたらす側面に興味があります。
キリスト教など諸宗教の神話や思想あるいは儀礼が集団を統合し、「われわれ」意識を作り出して支配構造を正当
化する、そういったことに興味をいだいています。また沖縄以外でも現代日本の地域社会で宗教が果たしている役
割について興味をもち研究しています。

小林紀由（教授）　宗教学・キリスト教

美学とは、美という価値、藝術という文化現象、そして感性という認識のかたちの 3つを主題とする哲学的分野です。
わたくしは演劇への関心からこの学問に入りました。演劇あるいは藝術にはどのような存在意義があるのかを知り
たかったのです。ですから、研究主題は演劇よりも美学の原理論を選びました。具体的には、17 ～ 8 世紀のフラ
ンスの美学思想を研究してきています。しかし近年では、西洋思想の研究よりも、自分の経験を基礎にして美学上
の諸問題について思索することに重点を置いています。とりわけ今は、和歌のなかに読みとることのできる日本的
感性（日本的な感じ方）を、構造的に捉えるという課題に取り組んでいます。

佐々木健一（教授）　美学・藝術学

出身は理科系です。学生時代には、物理学者を志したこともあります。しかし、自分にとっての問題は哲学なの
だとわかり、哲学を仕事にしました。これまで、科学という人間の営みはどのようなものなのかを考える「科学
哲学」や、言語を理解するとはどういうことなのかを考える「言語哲学」をやってきましたが、最近、一番気になっ
ているのは、なぜ人間には「意識」などというものがあるのか、という「心の哲学」の問題です。

丹治信春（教授）　科学哲学・言語哲学・心の哲学

哲学というのは、主題的にも歴史的にも広大ですが、私個人は、論理学と数学を軸に西洋の哲学を眺めたときに
出てくるさまざまな問題に大きな興味があります。しかし、これは私個人の興味で、授業では、こうした問題を
取り上げるよりは、みなさんひとりひとりが興味をもてそうな話題を扱いたいと思っています。どんなことでも、
やり方次第では立派に哲学の問題になりますので、遠慮せずどんな話題でも出してみてください。。

飯田　隆（教授）　数学と論理学の哲学・形式意味論・分析哲学史



小学生のころ、なぜこいつ（永井均のこと）がぼくで、友人の SくんやOくんがぼくではないのか、という疑問を持っ
た。中学生のころ、利己主義を制限する規範としての道徳の存在に奇異な感覚を持った。そうした問題を考えよ
うとして哲学を学び始めてから、その二つの問題は実は同じ問題（「私」とは何か？）に収斂することに気づいた。
また、「私」を「今」に置き換えても、まったく同じ問題が成立することも分かった。しかし結局、哲学は、これ
らの問題に答えようとはしているが、始めから探求の方向を誤って全体として失敗しているという結論に達した
ので、現在では、これらの問題を、人称と時制の成立に絡めて、全く新たな観点から、ほとんど素手で考えている。

永井　均（教授）　形而上学（存在論、自我論、時間論）とそれに並行する倫理学

私が関心をもち研究している対象は「知識」です。一般的に、人は、外部世界から多様な情報を獲得しそれらを
整理して（ある種のものに関しては一般化・理論化して）記憶していると考えられます。知識とは、簡単に言えば、
記憶されている内容のうちで客観的なもの、言い換えれば「正当化された正しい信念」のことです。現代の哲学では、
この「正当化された正しい信念」という知識の特徴づけをめぐって様々な議論が展開されています。哲学におけ
るこのような研究領域は「認識論」と呼ばれ、私は経験主義の立場から知識について研究しています。

古田智久（教授）　 認識論・言語哲学

インド大乗仏教の唯識学派を体系化したアサンガ（無著）の思想を中心に研究しています。ブッダに始まる仏教
において、われわれの「心」をどのように捉え、いかにして「悟り」を実現するかが根本課題となってきました。
講義・演習では、仏典講読はもとより、日本仏教史、チベット仏教思想、さらに仏教への心理学的アプローチなど、
多角的なテーマの考察を試みています。また、私の恩師の影響もあって、個人的には冥想や氣功などの東洋的な
身体技法にも関心をもち、実践も試みています。また、東西の神秘思想に見られる人間観や東洋思想の影響も受
けて展開した新しいトランスパーソナル心理学・精神医学の領域にも関心を抱いています。

合田秀行（准教授）　仏教学・比較思想

関心を持っている分野は、論理の哲学や言語哲学です。私たちは日々、推論を行って生きていますが、推論の中
には特に「論理的に正しい」とされるものがあります。しかし、「論理的に正しい」とはどういうことか、必ずし
も明確ではありません。一般に、「論理的に正しい」の主要な特徴として必然性と形式性が挙げられますが、それ
ぞれの特徴を哲学的に分析して、論理と論理外のものの境界線を確定することが研究の課題です。また、言語哲
学では、特に信念・知識・欲求などの言語表現の分析に興味を抱き、その論理と意味論の構築を目指しています。

三平正明（助教）　現代哲学

ドイツ観念論と呼ばれる 18~19 世紀のヨーロッパ思想潮流の研究を基礎にしながら、美や芸術の問題を探究して
います。対象となる思想家はショーペンハウアーやシェリングといった人々です。さらに最近は、感性や感覚といっ
た視点から人間の「知」の在り方や領域の問題についてアプローチすることにも関心をいだいています。また私
自身、音楽の世界ともかかわっておりますので、ゼミでは音楽美学を研究・教育の中心に置いています。音楽以
外では（絵画は言うまでもありませんが）、建築（とくに教会建築）、工芸などに強く惹かれています。

高橋陽一郎（准教授）　ドイツ観念論・美学

近現代の倫理学および自然哲学を中心に研究しています。現代社会において深刻化する諸問題（家族や学校、地
域社会、国際社会に至る人間環境、また人と動物、人と自然の関係を含む自然環境において生じている問題）を
解決するためには、それら諸問題に共通に現れている人間の自己利益中心主義という問題を、その社会文化史的
背景から統一的に理解するという作業が欠かせません。そのような問題意識をもちながら、哲学の歴史に表現さ
れた人類の智慧を学んでいます。

上野山晃弘（助教）　現代倫理学



ゼ ミ 紹 介

飯田ゼミ（哲学）
　

ど
の
よ
う
な
事
情
で
あ
れ
、
み
な
さ
ん
は
い
ま
哲
学

科
に
在
籍
し
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
、
こ
の
場
所
に
い

る
の
で
す
か
ら
、
そ
れ
を
有
効
に
利
用
し
な
い
と
い
う

手
は
あ
り
ま
せ
ん
。
哲
学
で
扱
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
問

題
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
問
題
で
あ
れ
、

そ
れ
に
つ
い
て
哲
学
は
何
か
意
味
の
あ
る
こ
と
を
教
え

て
く
れ
る
は
ず
で
す
。
た
だ
、
自
分
が
興
味
を
も
っ
て

い
た
り
、
あ
る
い
は
、
気
に
な
っ
て
い
る
問
題
を
、
哲

学
の
問
題
と
し
て
扱
う
た
め
に
は
、
い
く
つ
か
の
「
こ

つ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
参
加
す
る
み

な
さ
ん
に
、
自
分
が
気
に
な
っ
て
い
た
り
興
味
を
も
っ

て
い
た
り
す
る
問
題
を
持
ち
寄
っ
て
も
ら
っ
て
、
哲
学

の
問
題
に
な
る
と
は
思
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
問
題
で

あ
っ
て
も
立
派
に
哲
学
の
問
題
に
な
る
の
だ
と
い
う
こ

と
を
納
得
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
ゼ
ミ
で
取
り
上
げ
る
話
題
は
す
べ
て
、
参
加

す
る
ひ
と
が
持
ち
寄
る
問
題
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

「
こ
ん
な
こ
と
が
哲
学
の
問
題
に
な
る
は
ず
は
な
い
」
と

い
う
考
え
だ
け
は
も
た
な
い
で
く
だ
さ
い
。

ゼミとは少人数で三年間、学問を深める科目のことです。
　
　哲学科で開講されている哲学・倫理学・美学・宗教学それぞれの「課題研究」が、いわゆるゼミと呼ば

れるものです。原則的に２年生から４年生までの三年間、同一教員の指導のもとに、専門的な研究・演習・

調査などを行います。少人数であることが前提のため、１年生のうちにゼミ生を募集し、面接・語学試験・

レポートなどの方法で選考を行います（全学生がゼミに参加するということではありません）。

　

環
境
問
題
は
実
に
複
雑
で
厄
介
で
す
。
そ
の
問
題
は

連
鎖
状
に
発
生
し
、
そ
の
解
決
は
科
学
的
事
実
認
識
と

と
も
に
、
社
会
的
・
民
主
的
実
践
を
必
要
と
し
ま
す
。

こ
の
実
践
が
、
生
態
系
・
次
世
代
・
地
球(

資
源)

等

の
持
続
可
能
性
を
必
要
条
件
と
す
る
こ
と
は
い
う
ま
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
し
た
が
っ
て
、
ゼ
ミ
生
は
以
下
の
よ

う
な
接
近
法
を
と
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

(1)　

環
境
問
題
の
複
雑
さ
厄
介
さ
に
つ
い
て
、
つ
ま

り
は
問
題
の
特
質
に
つ
い
て
理
解
す
る
。

(2)　

身
近
な
生
活
の
な
か
か
ら
問
題
を
把
握
し
、
そ
の

解
決
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
資
料
を
収
集
す
る
・

討
議
す
る
・
思
考
す
る
等
の
過
程
か
ら
、
把
握

し
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
報
告
な
い
し
発
表
す
る
。

(3)　

ア
イ
デ
ィ
ア
は
、
ゼ
ミ
生
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の

な
か
で
、
お
よ
び
卒
業
後
の
社
会
・
職
場
・
家

庭
の
な
か
で
、
本
格
的
に
実
践
す
る
。

笠松ゼミ（哲学）



　

こ
の
ゼ
ミ
は
、「
宗
教
」
を
「
聖
・
俗
」
論
の
視
点
か

ら
考
え
よ
う
と
す
る
ゼ
ミ
で
す
。
デ
ュ
ル
ケ
ム
に
よ
れ

ば
「
宗
教
」
と
は
「
世
界
を
一
つ
は
あ
ら
ゆ
る
聖
な
る
も

の
、
他
は
あ
ら
ゆ
る
俗
な
る
も
の
を
含
む
二
領
域
に
区

別
す
る
こ
と
」(

『
宗
教
生
活
の
原
初
形
態
』
岩
波
文
庫
、

一
九
四
一
年
、上
巻
、七
二
頁)

を
特
徴
と
す
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ば
、
教
会
や
神
社
の
よ
う
な
聖
な
る
場
は
日
常
的

な
俗
な
る
場
と
区
別
さ
れ
、
ミ
サ
や
祭
り
と
い
っ
た
聖
な

る
時
は
や
は
り
日
常
的
な
俗
な
る
時
と
区
別
さ
れ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
こ
う
い
っ
た
こ
と
は
キ
リ
ス
ト
教
の
よ
う

な
個
別
の
宗
教
に
限
ら
ず
「
宗
教
」
全
般
に
み
ら
れ
る
特

徴
だ
と
い
う
わ
け
で
す
。
こ
の
ゼ
ミ
で
は
「
聖
・
俗
」
論

に
か
か
わ
る
新
旧
の
諸
文
献
を
学
び
、
さ
ら
に
現
代
社
会

に
お
け
る
聖
な
る
も
の
の
在
り
方
を
考
え
る
た
め
に
聖
地

な
ど
の
観
察
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

佐々木ゼミ（美学）
　

美
学
に
関
す
る
こ
の
ゼ
ミ
の
主
題
は
２
つ
あ
り

ま
す
。
毎
週
の
授
業
時
間
に
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
詩

人
ヴ
ァ
レ
リ
ー
の
対
話
篇
『
ウ
ー
パ
リ
ノ
ス
』
を

フ
ラ
ン
ス
語
原
典
で
講
読
し
、
併
せ
て
、
卒
業
論

文
執
筆
の
た
め
の
指
導
を
行
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、

三~

四
年
生
に
、
研
究
文
献
を
読
み
、
リ
ポ
ー
ト

す
る
こ
と
を
、
夏
季
合
宿
の
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

　

建
築
論
と
し
て
書
か
れ
た
『
ウ
ー
パ
リ
ノ
ス
』
は
、
実

質
に
お
い
て
む
し
ろ
ひ
と
の
創
造
を
語
っ
た
も
の
で
す
。

詩
人
と
い
う
創
造
者
の
語
っ
た
創
造
論
に
は
相
当
の
重
み

が
あ
り
ま
す
し
、
ま
た
難
解
な
の
で
、
立
ち
止
ま
っ
て
考

え
る
の
に
適
し
て
い
ま
す
。
テ
ク
ス
ト
の
読
み
方
の
訓
練

と
い
う
目
的
が
、
こ
の
ゼ
ミ
に
は
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
れ
は
論
文
指
導
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
合
宿
の
ほ

か
に
コ
ン
パ
も
し
て
い
ま
す
が
、
来
年
は
最
終
年
度
の
た

め
、
新
規
の
募
集
は
や
め
て
い
ま
す
。

小林ゼミ（宗教学）

　

古
代
ギ
リ
シ
ア
語
文
法
を
習
得
し
た
も
の
だ
け
が
集
う

嘉
吉
ゼ
ミ
は
、
古
代
ギ
リ
シ
ア
の
先
哲
た
ち
が
遣
わ
し
て

く
れ
た
知
的
遺
産
を
、
原
語
で
読
解
す
る
こ
と
に
喜
び
を

覚
え
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
「
ゆ
っ
く

り
、
の
ん
び
り
」
で
、
丹
念
に
テ
キ
ス
ト
を
輪
読
し
な
が

ら
議
論
す
る
と
い
う
の
が
当
ゼ
ミ
の
基
本
姿
勢
で
す
。
私

た
ち
は
、
ひ
た
す
ら
効
率
と
時
間
の
短
縮
を
求
め
る
現
代

文
明
に
逆
ら
っ
て
、
言
わ
ば
「
各
駅
停
車
の
旅
」
を
楽
し

む
心
の
旅
人
な
の
で
す
。
新
幹
線
に
乗
っ
て
し
ま
う
と
、

線
路
脇
の
草
花
も
見
え
な
い
し
、
木
々
の
緑
や
風
の
匂
い

を
味
わ
う
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
単
な
る
移
動
と
し
て
の

旅
で
は
な
く
、
出
会
い
や
触
れ
合
い
の
あ
る
旅
だ
け
が
、

終
生
忘
れ
が
た
い
も
の
と
し
て
私
た
ち
の
心
に
残
り
、
や

が
て
私
た
ち
自
身
の
人
生
の
大
切
な
一
部
と
な
る
の
で

す
。
当
ゼ
ミ
は
、
常
に
「
心
の
旅
路
」
を
大
事
に
す
る
人

た
ち
の
集
ま
り
で
あ
り
続
け
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

嘉吉ゼミ（倫理学）



永井ゼミ（倫理学）

古田ゼミ（哲学）

　

永
井
ゼ
ミ
は
、
自
己
紹
介
の
と
こ
ろ
で
書
い
た
よ
う
な
、

私
自
身
の
問
題
感
覚
と
共
鳴
す
る
者
の
集
ま
り
で
す
。
世
界

の
中
に
、
な
ぜ
か
一
つ
だ
け
、
そ
の
目
か
ら
世
界
が
見
え
、

そ
の
体
を
た
た
か
れ
る
と
痛
く
、
そ
の
手
足
を
自
由
に
動
か

せ
る
物
体
が
あ
る
。
そ
れ
は
現
に
一
つ
し
か
な
い
の
に
、
な

ぜ
か
そ
の
一
つ
で
な
い
ほ
か
の
や
つ
ら
も
「
言
葉
の
上
で
は
」

同
じ
こ
と
を
言
う
。
い
っ
た
い
こ
の
世
界
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
？ 

こ
の
よ
う
な
単
純
素
朴
な
疑
問
を
、
心
の
奥

底
か
ら
感
じ
、
し
か
も
徹
底
的
に
理
づ
め
に
問
い
詰
め
て
い

く
意
志
を
持
ち
、
い
ち
ど
徹
底
的
に
考
え
て
み
た
い
、
考
え

な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な
い
、
と
思
う
な
ら
、
ぜ
ひ
永
井
ゼ

ミ
に
来
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
よ
う
な
問
題
は
決
し
て「
解
け
る
」

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
問
題
の
意
味
を
「
深
め
る
」

こ
と
は
で
き
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
は
、
厳
し

い
知
的
訓
練
が
必
要
で
す
。
厳
し
い
知
的
訓
練
な
ん
て
嫌
い

な
人
は
、
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
。

　

古
田
ゼ
ミ
に
参
加
し
て
い
る
学
生
の
関
心
は
、
経
験
主
義
、

分
析
哲
学
、
認
識
論
、
言
語
哲
学
、
心
の
哲
学
に
あ
り
ま
す
。

経
験
主
義
と
は
、
簡
単
に
言
う
と
、
認
識
論
的
に
は
、
観
察
可

能
な
出
来
事
を
出
発
点
と
し
て
議
論
を
構
成
し
、
観
察
可
能
な

出
来
事
に
照
ら
し
て
構
成
さ
れ
た
議
論
を
検
証
す
る
と
い
う
手

続
き
を
重
視
す
る(

超
越
的
な
も
の
を
極
力
排
除
し
よ
う
と
す

る)

立
場
で
あ
り
、
存
在
論
的
に
は
、
見
て
触
っ
て(

そ
の
存

在
を)

確
認
で
き
る
事
物
の
存
在
だ
け
を
認
め
よ
う
と
す
る
立

場
で
す
。
古
田
ゼ
ミ
に
は
、
経
験
主
義
の
精
神
に
共
感
で
き
る

学
生
が
集
ま
り
、
分
析
哲
学
の
方
法
と
論
理
学
の
道
具
立
て
を

駆
使
し
て
、
認
識
論
、
言
語
哲
学
、
心
の
哲
学
の
諸
問
題
を
考

察
し
て
い
ま
す
。
年
間
の
行
事
と
し
て
は
、
夏
休
み
の
ゼ
ミ
合

宿(

例
年
、軽
井
沢
か
館
山
で
実
施)

、冬
休
み
の
ゼ
ミ
合
宿
（
八

王
子
で
実
施
）、
大
学
祭
で
の
研
究
発
表
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
ゼ
ミ
で
す
。
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、

心
の
哲
学
（
例
え
ば
、「
な
ぜ
人
間
に
は
意
識
な
ど
と
い
う
も

の
が
あ
る
の
か
？
」）、
科
学
哲
学
（
例
え
ば
、「
科
学
的
に
世

界
を
知
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」）、
言
語
哲
学
（
例
え

ば
、「
言
語
を
理
解
し
て
い
る
と
は
、
ど
う
い
う
こ
と
か
？
」）、

と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
徹
底
的
に
考
え
る
、
と
い
う
こ

と
を
や
り
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
自
分
で
考
え
て
き
た
こ
と

を
発
表
し
て
も
ら
っ
た
り
、
テ
キ
ス
ト
（
主
に
英
語
の
文
献

を
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
ゼ
ミ
で
は
、
英
語
の
読
解
能
力
を

高
め
る
こ
と
も
目
指
し
ま
す
）
を
み
ん
な
で
読
ん
で
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
を
し
た
り
し
ま
す
。
も
の
ご
と
を
基
本
か
ら
考

え
、
そ
れ
を
口
頭
発
表
や
文
章
で
表
現
す
る
こ
と
の
訓
練
が

行
な
わ
れ
ま
す
。
昨
年
は
ほ
と
ん
ど
が
二
年
生
だ
っ
た
の
で
、

ま
ず
は
、
様
々
の
哲
学
的
な
問
題
を
わ
か
り
や
す
く
提
示
し

て
い
る
テ
キ
ス
ト
を
読
む
こ
と
か
ら
、
始
め
ま
し
た
。
今
年

も
そ
の
後
半
を
読
み
ま
す
。

丹治ゼミ（哲学）



　

イ
ン
ド
の
宗
教
・
哲
学
に
関
す
る
主
要
な
古
典
を
原
語

で
講
読
す
る
こ
と
を
共
通
課
題
と
す
る
一
方
、
各
自
の
研

究
テ
ー
マ
に
基
づ
い
て
定
期
的
な
研
究
発
表
を
義
務
づ

け
、
個
別
的
な
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
原
典
講
読
で
は
、

『
バ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・
ギ
ー
タ
ー
』
や
『
阿
弥
陀
経
』
な
ど

の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
聖
典
を
は
じ
め
、
こ
こ
数
年
で
は

パ
ー
リ
語
の
原
始
仏
典
で
あ
る
『
聖
求
経
』『
沙
門
果
経
』

な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
各
自
の
研
究
発
表

は
、
卒
業
論
文
の
作
成
に
向
け
た
指
導
で
も
あ
り
ま
す
。

参
考
ま
で
に
、
昨
年
度
の
卒
業
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
は
、

原
始
仏
教
の
苦
行
、
禅
と
日
本
文
化
、
日
本
書
紀
、
言
霊

思
想
、
仏
像
に
関
す
る
研
究
が
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、

今
ま
で
に
も
、
仏
教
以
外
の
東
洋
思
想
全
般
は
も
と
よ
り
、

東
西
の
神
秘
思
想
に
関
す
る
研
究
な
ど
も
卒
業
論
文
の

テ
ー
マ
と
し
て
指
導
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

合田ゼミ（宗教学）

　
「
音
楽
美
学
」
の
ゼ
ミ
で
す
。
年
間
の
授
業
は
二
本
立
て

に
な
っ
て
お
り
、
ひ
と
つ
は
、
マ
ッ
テ
ゾ
ン
、
シ
ョ
ー
ペ

ン
ハ
ウ
ア
ー
、
ハ
ン
ス
リ
ッ
ク
と
い
っ
た
、
音
楽
に
つ
い

て
深
い
思
索
を
展
開
し
た
一
八
〜
一
九
世
紀
の
思
想
家
の

著
作
を
原
文
で
読
む
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
ん
に
ち
芸
術

と
し
て
の
音
楽
作
品
の
な
か
で
も
っ
と
も
頻
繁
に
聴
か
れ

る
音
楽
は
ち
ょ
う
ど
こ
の
時
代
の
も
の
で
、
こ
れ
ら
の
著

作
を
読
む
こ
と
は
、
同
時
代
の
そ
う
し
た
音
楽
や
文
化
現

象
全
般
を
理
解
す
る
う
え
で
良
い
指
針
を
与
え
て
く
れ
る

の
で
す
。
も
う
一
つ
の
柱
は
、
各
自
の
自
由
研
究
。
こ
れ

は
普
段
ゼ
ミ
で
読
ん
で
い
る
右
記
の
人
び
と
の
思
想
を
糧

に
し
つ
つ
も
、
そ
う
し
た
テ
キ
ス
ト
に
こ
だ
わ
ら
ず
各
自

が
自
分
の
好
き
な
テ
ー
マ
を
見
つ
け
、
そ
れ
を
学
問
的
に

深
め
て
ゆ
く
作
業
で
す
。
目
下
ゼ
ミ
生
た
ち
が
取
り
組
ん

で
い
る
テ
ー
マ
は
音
楽
美
学
に
限
り
ま
せ
ん
が
、
皆
じ
つ

に
の
び
の
び
と
好
き
な
研
究
に
励
ん
で
い
ま
す
。

高橋ゼミ（美学）



1 

年 

次

3 

年 

次

4 

年 

次

 2011 年度哲学科開講科目一覧

　　哲学学習法 哲学を学習する基本的技能を学ぶ

　　クリティカル・シンキング１・２ 論理的思考力の訓練

　　哲学概論 1・2 「知識」について考察する・「知識」と「科学の方法」について考察する

　　倫理学概論 1・2 「正邪善悪」と「幸福」をめぐる諸考察・「生の選び」をめぐる諸考察

　　美学概論 1・2 美学への入門

　　宗教学概論 1・2 宗教学と宗教に関する基礎的知識を学ぶ

　　哲学基礎講読 1・2 近代の思考法、デカルトとアルノーを読む

　　倫理学基礎講読 1・2 プラトンの『ソクラテスの弁明』、『クリトン』、『ゴルギアス』を読む

　　美学基礎講読 1・2 中井正一の美学思想

　　宗教学基礎講読 1・2 パーリ語仏典を読む・旧約聖書から宗教を学ぶ

　　思想史 1・2 古代ギリシア・ローマ思想史および中世哲学概説

　　思想史 3・4 西洋の哲学の歴史の中から、重要なテキストを選び、その一部をできるだけ精密な仕方で読みます

　　思想史 5・6 近代西欧の倫理思想史・公共性の倫理思想史

　　思想史 7・8 17 世紀のイギリス・フランスにおける哲学・思想

　　美学史 1・2 「美の哲学」としての「美学」・「芸術哲学」としての美学の源流を学ぶ―古代中世美学において

　　美学史 3・4 近世における美学の誕生から近代美学の成立まで・近代美学の展開と現代美学への変貌

　　宗教史 1・2 日本仏教思想の歴史を学ぶ─平安末期まで・鎌倉仏教以降─

　　宗教史 3・4 インド・チベット仏教思想を学習する

　　記号論理 1・2 タブローの方法による証明（命題論理）・述語論理（タブローと自然演繹による証明） 

　　古典語・古典学 1・2 古代ギリシア語入門

　　古典語・古典学 3・4 ラテン語初級文法

　　古典語・古典学 5・6 古典サンスクリットの初等文法を学習する

　　古典語・古典学 7・8 パーリ語文法の基礎を学ぶ

　　哲学演習 1・2 非古典論理と哲学

　　哲学演習 3・4 『純粋理性批判』の最初の部分を読むことを通じて、カントの哲学への入門とします

　　哲学演習 5・6 ヒュームにおける因果と信念・ヒュームにおける自由と必然

　　倫理学演習 1・2 カント『純粋理性批判』の「弁証論」の研究  

　　倫理学演習 3・4 ギリシア哲学から現代を考える  

　　倫理学演習 5・6 脳神経科学の倫理

　　美学演習 1・2 木村素衛の『表現愛』を読む

　　美学演習 7・8 ドイツ美学の基本文献講読

　　宗教学演習 3・4 宗教とジェンダー・新約聖書の思想

　　宗教学演習 5・6 仏教哲学を代表する『中論』を読み解く

　　宗教学演習 7・8 禅の語録を読む・初期大乗仏典を読む

　　哲学課題研究 1・2 「哲学」の研究方法を習得する

　　哲学課題研究 3・4 卒業論文を最終目標とするゼミ

　　哲学課題研究 5・6 環境問題を考える

　　哲学課題研究 7・8 ひとごとではない仕方で哲学の問題を考える

　　倫理学課題研究 1・2 プラトンをはじめとする古代ギリシアの原典を原語（古典ギリシア語）で講読・考究する

　　倫理学課題研究 3・4 形而上学の研究

　　美学課題研究 1・2 ポール・ヴァレリーの藝術哲学  

　　美学課題研究 3・4 ドイツ語圏を中心とする音楽美学の研究 

2 

年 

次



4 

年 

次

1．英語３・４
2
3．思想史５・６
4．美学基礎講読１・２
5．健康・スポーツ教育論（前）

月
曜
日

火
曜
日

1．

2．クリティカル・シンキング 1・２

3

4．健康・スポーツ教育実習（前） 

5．宗教学概論１・２

水
曜
日

1
2．哲学学習法（前）
3．哲学概論１・２
4
5．美学概論１・２

木
曜
日

金
曜
日

土
曜
日

1
2．倫理学基礎講読１・２
3．宗教史３・４
4
5

1．英語１・２
2．宗教史１・２
3．哲学基礎講読１・２
4
5．倫理学概論１・２

1
2
3．コンピュータ・情報リテラシー（前） 
4
5

－時間割の例－

　この時間割は、1年次で履修可能な科目のみで構成されています（外国語科目は、英語・ドイツ語・フランス語・
中国語・スペイン語・韓国語／朝鮮語・ロシア語・日本語（留学生のみ）から選択できます）。これに総合教育科目、
コース科目などからあと 5科目程度選択することになります。

　　宗教学課題研究 3・4 宗教と社会とのかかわりをめぐって

　　宗教学課題研究 5・6 インド思想探求のための原典講読と個別研究指導

　　哲学特殊講義 1・2 現代アメリカ思想―プラグマティズムの展開―

　　哲学特殊講義 3・4 ケア（看護）と哲学・看護と哲学

　　倫理学特殊講義 1・2 応用倫理の諸問題

　　倫理学特殊講義 3・4 知識について

　　美学特殊講義 1・2 近代日本の「建築」論

　　美学特殊講義 3・4 美術史学の「作品」観 

　　美学特殊講義 5・6 舞踊という現象および舞踊作品を通して、芸術思想を見直すこと・20 世紀のダンスのはらむ芸術的意味を探ります

　　宗教学特殊講義 1・2 宗教文化の異種混淆性をめぐって・仏教への心理学アプローチ

　　宗教学特殊講義 3・4 インドの代表的な古典を読み解く・グローバル化の中の宗教

　　教理学 1・2 仏教の時間論―原始仏教の諸行無常から道元の時間論へ―・仏教教理の諸問題

　　卒業論文

2 

年 

次3 

年 

次



非常勤講師

宮原琢磨（日本大学文理学部講師）　哲学・思想史

真船えり（日本大学文理学部講師）　心の哲学・ヒュームの哲学

金子佳司（日本大学文理学部講師）　古代ギリシア哲学・倫理学

白根裕里枝（日本大学文理学部講師）　古代ギリシア哲学（ソクラテス・プラトンの哲学）

天内大樹（國學院大学講師）　美学芸術学・日本近代建築

一色　裕（日本大学文理学部講師）　美学・古代哲学

江川　晃（日本大学文理学部講師）　プラグマティズム・記号論・応用倫理

本間　司（日本大学通信教育部教授）　現代哲学

津留竜馬（日本大学文理学部講師）　論理学

瀧田　寧（日本大学文理学部講師）　哲学・思想史

小山英一（日本大学文理学部講師）　哲学・倫理学

谷口郁生（日本大学文理学部専任講師）　言語哲学・数学の哲学・認知科学・情報科学

　ここにご紹介するのは非常勤で授業を担当していただいている講師の方々です。非常勤講師は毎年新たに
講義が委嘱され、週に１日、講義を担当するのが普通です。哲学科の専門科目や全学科共通の総合教育科目
を担当していただいています。非常勤講師の中には他大学や、日本大学の他学部に所属している方々も多く
います。
　大学はこうしてお互いに講師を交換・交流してそれぞれに必要な諸分野の講座を満たしています。こうし
て、みなさんもいろいろ豊かな講義を受けることが出来るわけです。
　なお、講師名は色で分けて示されています。哲学分野の講師は深緑色、倫理学はオレンジ色、美学は朱色、
そして宗教学は黄緑色、古典語・古典学は水色です。参考になさってください。



大学院のみ担当の先生方

岩田　孝（早稲田大学文学学術院教授）　 インド学・仏教学・チベット学

奈良弘元（日本大学名誉教授）　日本仏教の研究

野町　啓（筑波大学名誉教授）　哲学・思想史

藤本隆志（東京大学名誉教授）　思想史・現代哲学

西村清和（東京大学教授）　美学・芸術学

湯本泰正（日本大学文理学部講師）　ギリシア哲学

土屋睦廣（日本大学文理学部講師）　ラテン語

吉岡司郎（日本大学文理学部講師）　古代インドの言語・文学・哲学・宗教

樋笠勝士（上智大学文学部教授）　古代中世哲学・美学・記号論

松澤慶信（日本女子体育大学准教授）　舞踊美学・舞踊史学

林　慶仁（日本大学文理学部講師）　インド大乗仏教

服部弘瑞（日本大学文理学部講師）宗教学・インド学・仏教学

小野崎康裕（川村学園女子大学人間文化学部教授）　芸術哲学・美術史

伊藤已令（日本大学文理学部講師）　美術史

伊藤るみ子（日本大学文理学部講師）　音楽美学・音楽史



先輩からのメッセージ

　大学１年の時に受講した美学史が
面白く、高橋ゼミに入りました。ゼ
ミ合宿では、箱根の美術館や草津の
音楽祭に足を運び、先生から芸術に
関する講義を受け、ゼミ生との親睦
を深めることが出来ました。
　また、哲学科で学んだことは、学生時代はもちろん卒業
後の生活をも豊かにしてくれます。たとえば就職では、面
接において大学で何を学んだかを聞かれたとき、自分が研
究してきたことを自信を持って答えればいいのです。何か
を一途に探求した姿勢を企業は評価してくれます。
　自分が探求するものを見つけるために、まずは「疑問を
持つ」ことから始めてみてください。その疑問について探
求することで、自分が夢中になれるものを見つけられるは
ずです。

　普段とりとめもなく考えているこ
とや、疑問に感じている些細なこと
を、放っておく場合が少なくないと
思います。しかし、これらは哲学的
な営みに通じており、目を向けるこ
とで自分にとって大切なものが明確
化してくるのです。それは人によって異なり、他人から見る
と取るに足らないものにすぎないかもしれませんが、そんな
ことを気にする必要はありません。自分の価値観や考えは他
人の評価の上に成り立つものではないからです。しかも、思
索や議論といった行為を通じて得られるものもあり、それを
行うための時間と場所が私達には与えられています。これを
通して、自らの興味を養い知識を獲得することが、私達にとっ
て欠くべからざることなのです。

　この人文学にとって闇の時代で、
哲学にいったい何の意味があるだ
ろうか。私は哲学という学問に対
し、「これはなんて楽しい遊びなん
だろう」と思いましたし、また「こ
んなものは実生活の何の役にも立たないではないか」と
憤ったこともあります。しかし、誰かに話したら一笑に
付されるかもしれないが私にとってはかけがえのない疑
問にひたすら真剣に向き合っていられること、そうした
疑問を通じて得られる思考力や想像力や様々な観点は、
目に見えるかたちでなくとも、この世界で私が生きてい
く力を与えてくれます。私もそうですが、皆さんは哲学
に何を見出すでしょうか。どうぞ苦しくとも楽しい大学
生活を過ごしてもらえればと思います。

　大学では、自分の知識欲に素直に
魂が誘われる方向に進むもよし、将
来を見据えて資格を取得するもよし、
個性豊かな教授についてゼミで研究
するもよし、サークルやバイトで青

春するもよし、皆さんはできるだけ積極的な学生生活を送っ
て下さい。両立は決して不可能なことではありません。私は、
真剣に取り組んだ授業やさまざまな価値観との出会いから、
「幸福とは何か」という問いを抱きました。卒業までの三年間、
そして一生を通して多方面から向かい合っていきたい私の課
題です。生きることは学ぶこと――制限のない自由な勉学の
末に、ふと振り返って、すべての学問は哲学に通じているこ
とを感じて下さい。

徳山　浩太郎
大学院哲学専攻 前期課程 2年在学

　私は文理学部哲学科に入学して良
かったと思っています。哲学科では
一年目から哲学の授業を豊富に受け
られます。一年目から哲学科の先生
方の講義を毎日聴くことができます。
このことは素晴らしいことだと思い
ます。以前は哲学を漠然としか捉えていなかった私が、残
りの大学生活で学びたいと思うゼミを決めることが出来ま
した。
　私がこのような充実した大学生活を送れることを両親に
感謝しています。そして残りの大学生活を充実させたいと
考えています。

　ある日私は愕然としました。一年っ
てたった52万5600分しかない。そ
れっぽっちしかない時間を、無駄に
過ごして良いんだろうか？…そんな
わけはない！とにかく楽しんでみよ

う！そうと決まれば授業を糞真面目に聞くのはやめちまお
う…。自分の知的好奇心を満たすためだけに受ける授業も
確かに楽しいものでしたが、とことんまで追求することで、
更に楽しむことが出来ると気付きました。その他にも、大学
には色々と楽しめる要素があります。人にものを教えること
が楽しいから高校教師の免許を取ってみよう、音楽が好き
だからサークルに入って、路上ライブをやろう、バイトを
してみようetc…。多くの選択肢が用意された哲学科の中で、
時間と体力と気力の続く限り楽しく、充実した日々を過ごす。
それこそが私にとって世界一の大学生活なのだと思います。

根守　華絵
大学院哲学専攻 後期課程 1年在学

中村　春香
卒業生　埼玉りそな銀行

植田　真由美
大学院哲学専攻  前期課程 1年

青木　仁実
哲学科 3年在学

村田　鉄平
哲学科 4年在学
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主な就職先　民間企業

青森テレビ
放送 出版・印刷 デパート・スーパー・コンビニ

公務員
厚生労働省、経済産業省、総務省（郵政事業庁）、関東財務局、東京都（高校図書館司書）、あきる野市、調布市、青森県庁、
町田市、海老名市、旭市、結城市、警視庁、茨城県警、航空自衛隊、財務省東京税関　など

公務員・教員

三井住友銀行、りそな銀行、群馬銀行、新潟県労働金庫、中央労働金庫、三菱証券、京葉銀行、横浜信用金庫、
千葉銀行、野村證券　など

銀行・金融

住友林業、鹿島、東芝、富士通、九州電力、セガ、ネッツトヨタ東京、富士ゼロックス、USEN、ニトリ、富士屋ホテル、
ホテル日航東京、ツツミ、ミキモト、東京マイコープ、ラオックス、オンワード樫山、はせがわ、コージーコーナー、
カプコン、リコー販売、レリアン、ニコル、テルモ、ゼブラ、光通信　など

その他

教育関係

北陸先端科学技術大学院大学、公立高等学校（千葉、山梨、宮城、山形）、嘉悦女子高等学校、日本大学櫻丘高等学校、
日本大学鶴ヶ丘高等学校、日本大学豊山女子高等学校、日本大学文理学部、日本大学法学部、学習院大学　など

西武百貨店、イト－ヨ－カ堂、ダイエー、東急、ミニストップ凸版印刷、法蔵館

・・ 2 2 年度卒業生の就職先例・・
日能研、長野県労働金庫、住友生命保険、はせがわ仏壇工房、第一生命保険、財務省東京税関、葵総合警備保障、くらコー
ポレーション、千葉銀行、野村證券、ベネッセスタイルケア、村上市消防本部、警視庁、光通信　など



�　大学では哲学科の専門科目だけを履修すればよいのですか？
�　専門科目以外の授業も履修する必要があります。

　卒業するために必要な単位数（最低 124 単位）が設定されていますが、その中で哲学科の専門
科目として必要なものは半分ほど（最低 70 単位）です。哲学科の専門科目のほかに、幅広い教
養を身につけるための総合教育科目（最低 16 単位）や外国語科目（最低 8単位）、健康・スポー
ツ教育科目（3単位）、コンピュータ科目（2単位）を修得しなければ卒業できません。もちろん、
哲学科の専門科目を 70 単位以上修得することも可能です。
　また、哲学科の専門科目といっても、日本大学文理学部哲学科では、哲学、倫理学、美学、宗教学、
以上四つの学問領域の授業が開講されており、1年次にはこれらの領域から万遍なく単位を修得
しなければならないようにカリキュラムが設定されています。2年次以降は、自分が関心を寄せ
る分野を重点的に学習することもできるようになっています。他に、教員免許状、司書、学芸員、
等々の資格を取得するためのコース科目も充実しています。

�　哲学科で学ぶことは、自分の人生にとってどのように役
に立ちますか？

�　明晰な思考力を高めることができます。
　

　哲学科では、哲学・倫理学・美学・宗教学の理論と方法とを学ぶことを通して、人間の価値と
文化的実践とに関する総合的研究を行うことを主目的としています。具体的には、哲学では知識
と存在に関する分析を、倫理学では人間の行為の規範を、美学では美と芸術の本質を、そして宗
教学では人間と聖なるものとの関わりを探求します。さらに例を挙げれば、哲学専攻では、偉大
な哲学者たちの著作を厳密に読解することを基本姿勢にしつつ、学生諸君が自力で明晰判明な思
考を行うことができるようになるための手助け・トレーニングを行います。
　哲学科で得られた分析能力や知識は、卒業後のあなたの人生にとって必ずやプラスになるはず
です。また各教員もゼミ活動を通して生き方や人生の航路についての一手本を身をもって示しま
すので、哲学科での４年間の学生生活は、あなたの人生の方向性を決める上で大いに参考になる
ことと思います。

�　哲学科では、どのような資格が取れますか？
�　教員免許や司書などが取得できます。

　
　さまざまなコース科目が開講されていて、たとえば哲学科の場合には、中学・高校で社会・公
民・宗教を教えるための教員免許状（高等学校第１種、中学校第１種・第２種）を取得できますし、
頑張れば他の科目の免許状も取得可能です。また、すべての学生が、図書館の専門職である司書
や博物館などの事業に携わるために必要な学芸員の資格も取得できますし、その他にも社会教育
主事・カウンセラーなどの基礎知識を修得するコースも開講されています。これらは自由に選択
することができます。

Q&A
哲学科によく寄せられる質問とその答えを集めました。



● すばらしい眺望の 2号館 11 階 ●

スタッフ
 磯部笑子（助手 B）
 大竹智之（助手 B）

私たちは事務室で、履修登録をはじめ、学生の事務
的な手続き全般に応対します。アメとムチを使いわ
け、入学から卒業まで学生をサポートします。

受付時間
 平日 9:00 ～ 17:00  /  土 9:00 ～ 13:00　　　
　   TEL. 03-5317-9702　FAX. 03-5317-9217
哲学科ホームページ
 http://www.chs.nihon-u.ac.jp/philosophy/exa/

�　哲学科は、就職に不利ですか？
�　そんなことはありません。
　

　哲学科は就職に不利だと考える人もいるようですが、実際には就職率の面で他の文系学科と変
わりません。一般企業でもいろいろな分野に就職していますし、公務員になる人もいます。（詳
しくは、就職のページを参照してください。）また、個人的な趣味や才能を活かして、その分野
で活躍している人も少なくありません。あらゆる物事の根底にある真理・真実を探求しようとす
る哲学的精神は、どんな分野でも活かせるはずです。

�　奨学金の制度はありますか？
�　いろいろあります。

　大学内のもの、その他の団体が募集するものなど、いろいろな奨学金の制度があります。主な
ものをいくつか紹介しておきますと、日本大学特待生・文理学部奨学金などは、成績上位の学生
に与えられるもので、１年間の授業料が免除になったり、一定額の奨学金が与えられるものです。
また、大学外の団体のものとして日本学生支援機構があります。経済的に困難な学生を対象とし
て貸与するものです。以上、それぞれに選考基準や面接試験などがあります。

�　哲学科への質問はどうすればいいですか？
�　電話でお問い合わせください。

　哲学科の事務室には、平日朝 9時から夕方 5時までスタッフがいます。気軽にお問い合わせ
ください。直接事務室に来ていただいても結構です。
　また、哲学科では受験生専用のホームページをご用意しています。スタッフ紹介の他に開講科
目・時間割なども公開されていますので、こちらも是非参考にしてください。

哲学科事務室の紹介
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（哲学研究室：正門を入って左　2号館11階）

■ 京王線　下高井戸駅・桜上水駅下車　徒歩 8分
■ 東急世田谷線　下高井戸駅下車　徒歩 8分


